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さめがわ議会だより第145号　４

大 樂 勝 弘  村長

　

平
成
27
年
度
内
で
予
定
し
て
い

た
事
業
が
終
ら
ず
、予
算
を
28
年

度
へ
繰
越
し
て
実
施
す
る
事
業
内

容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、地
方

公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
対
策
事
業
な
ど
、計
５
件
の
事

業
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、鍬
木
田
配
水
池

整
備
事
業
を
含
む
２
件
の
事
業
を

繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

村
が
出
資
し
て
い
る
白
河
地
方

土
地
開
発
公
社
の
平
成
27
事
業
年

度
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、説
明
資

料
を
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
へ

　
７
事
業
を
繰
り
越
し

　

福
島
の
復
興
の
た
め
不
可
欠
な

警
察
官
増
員
措
置
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書（
発
議
第
３
号
）

※

可
決
し
た
意
見
書
は
政
府
関
係

　
機
関
に
対
し
送
付
し
ま
し
た
。

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

2970万3千円増
75万4千円増
313万円減

108万3千円増
5万2千円増
36万3千円増
49万5千円増

特
別
会
計

29億6345万7千円
5億1346万8千円
6870万8千円

1億6128万9千円
4億4952万9千円
1416万1千円

1億640万7千円
2932万円増 43億5338万円

一 般 会 計
会　計　別

合　　　計

補　正　額 補正後の予算額

国民健康保険 事業勘定
国民健康保険 直診勘定
簡 易 水 道 事 業
介 護 保 険
交 流 施 設
学 校 給 食

■ 6月補正予算の状況

全議員で取り組む、こども模擬議会の感想文掲示板の編集作業

報告事項

意 見 書
　
工
業
団
地
や
住
宅
団
地
等
を
主

と
し
て
、公
共
用
地
を
先
行
取
得
す

る
た
め
県
南
地
方
の
市
町
村
が
共
同

出
資
し
設
立
し
た
団
体
。

　
本
村
に
お
け
る
近
年
の
事
業
委
託

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
】



５ さめがわ議会だより第145号

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会

初となる総務文教・産業厚生常任委員会の合同議案調査
（左奧側が産業厚生常任委員会、右手前側が総務文教常任委員会）

　より充実した調査と、時間の有効活用を図るため、総務文教常任委員会・産業厚生常
任委員会の合同議案調査を実施しました。
　所管以外の議案質疑及び回答を直接聞くことが出来る場としての試みでしたが、両常
任委員会ともに十分な質疑が図られ、綿密な議案調査となりました。

総務文教常任委員会

調査内容

産業厚生常任委員会

● 大豆振興対策事業報償費
● 東日本大震災農業生産対策交付金
● しらかわ地域定住自立圏構想協議会
　 負担金
● 中山地域等直接支払事業費
　 及び多面的機能支払事業費
● 道路改良工事（村道新宿古殿線ほか）
● 治山施設工事（本坂地内）
● こどもセンター修繕料
● 医療業務及び患者輸送車購入

調査内容
● 固定資産税標準宅地鑑定評価業務
● 里山景観保全活動実証実験業務
　 （舘山公園ほかの除草）
● ふくしまの元気応援ＣＭ大賞報償費
● 奨学基金繰出金
● 中学校費備品購入費


